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■ 研究背景 
 
地球上には多くの未活用生物資源が多く存在する。し

かしこれらの未活用資源は、そのままの状態では利用目
的がなく、廃棄するしかない。具体的には、食用植物の葉
や枝などの廃棄される部分が未活用資源に当たる。廃棄
される部分にも多くの有用成分が含まれているが、そのま
ま利用するだけでは価値は非常に低く、コスト面からもメリ
ットは少ない。我々は未活用生物資源にあらたな付加価
値をもたせるため、有用な機能性物質へと化学変換を行う
ことを計画した。本演題では触媒化学を利用した新たな未
活用資源の利用法を提示する。 

 
■ 研究内容 
固体触媒を利用したオレアセインの合成法の開発研究 
 
オレアセインはオリーブの実に含まれる生理活性物質

である。オリーブの実から得られるオリーブ油にはごく微
量であるが、オレアセインが含まれている。抗酸化作用や
炎症抑制作用などを有し、今後の医薬品の候補化合物の
一つである。オレアセインはヒドロキシチロソール構造を母
核に有し、末端官能基に二つのアルデヒド基もつ特徴的
な化学構造を有している（図1）。しかしその特徴的な構造
のため、これまで安定的な供給方法はなく、供給法の開
発は急務である。 
以上の理由からオレアセインは市販品として購入するこ

とは困難であり、オリーブからの抽出法の報告例も非常に
少ない。また糖を原料とし14段階必要とする全合成の報
告例や低収率ながら当量反応試薬を用い、一段回で合成
する方法が報告されるのみである。これまで触媒化学を利
用し合成を達成した報告例はなく、実用的な合成法は未
だ開発されていない。 
オレウロペインはチロソール構造とイリドイド構造を有す

るオリーブの実や葉に多く含まれる化合物である。特にオ

リーブの葉に多く含まれており、安価に入手可能な生理
活性物質として多くの研究が行われている。我々は入手
容易であり、オリーブの果実を収穫後は廃棄される葉に多
く含まれる
オレウロペイ
ンに着目し
た。オレウロ
ペインを前
駆体物質と
し、オレアセ
インへ化学
変換を達成
する触媒反
応を開発す
ることを計画
した（図2）。 
いくつかの固体触媒の検討の結果、オレウロペインに

固体触媒A（特許申請中）を反応させると、80%以上の高い
収率でオレアセインを得ることに成功した。反応終了後の
固体触媒は５回連続使用してもその触媒活性をほとんど
失うことはなかった。加えて一度触媒活性を失った固体触
媒は、高温で焼くと触媒活性を取り戻すことが確認できた。
今回用いた固体触媒は安価であり、繰り返し利用すること
が可能である。また成形の容易さからも今後の展開研究
に多くの可能性を秘めた触媒である。 
触媒化学を利用したオレアセインの実用的な合成法を

開発することに成功した。未活用資源であるオリーブの葉
に多く含まれているオレウロペインを、有用な生理活性物
質であるオレアセインに簡便かつ高収率で化学変換する
ことを達成した。得られた結果は、産業応用することがす
ぐにでも可能な
成果であり、今後
の展開が期待さ
れる。 
今後は本触媒

系を利用し、オリ
ーブの葉を用い
たオレアセインの
化学変換を検討
する予定である
（図3）。 
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図１ 未活用資源の利用 
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■ はじめに 
竹は伸長成長終了後にも物性を向上させ、自身の稈を

通直に保つための強固な材を形成していく。その成熟の
過程で、竹材を構成する各要素がどのように変化し、物性
の向上に寄与しているかを明らかにするために、発表者
は、様々な竹齢の竹を対象として学位研究を行った1～3）。 
また、その一方で、竹を取り巻く課題として、放置竹林

問題が話題に挙がることが多い。その問題を解決するた
めには、竹林を伐採し竹材を利用していく必要があるのだ
が、古くから様々な日用品の材料として利用されてきた竹
材は、プラスチックなどの安定した工業材料にその役割を
とって代わられたままで、現状は利用されていない。放置
竹林から得られる様々な竹齢の竹をどう利用するべきか
わからないことも、その現状を打破できない一因であろう。 
そこで現在、発表者は、自身の研究成果をもとに、竹の

適齢適所な利用を目指し研究を行っている。本発表では、
竹齢毎の構成要素の変化を追った学位研究の内容を紹
介するとともに、その後の共同研究で得られた、利用する
際の竹齢毎の材の特徴についての知見も紹介する。 

 
■ 活動内容 
１-１．加齢に伴う竹材の構成要素の変化についての研究 
伸長成長終了後の竹稈を異なる時期に複数本採取し、

様々な実験に供しながら検討を行なった。結果、力学的
性質は、発筍後105日までの期間に顕著に向上し、9年が
経過するまでの期間で少しずつ上昇し続けることが確認さ
れた。構成要素に関しては、細胞壁実質の量と分布、細
胞壁実質を構成する成分の量や質、配列について検討し
た。結果を表1に示した（時期は発筍後の経過時間）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

１-２．竹材の構成要素の違いから見る適齢適所（案） 
表１に示した結果を大まかにまとめると、成長の最初期

に結晶性セルロースが形成され、そこにリグニンが堆積し、
続いて、リグニンの架橋や重合度の増加などが進行し、成
竹と変わらない成分比となる。その後は、成分比が一定の
まま、細胞壁実質量の増加とリグニン周辺で成分の存在
状態の緊密化が進行し、その結果、竹材はより強固な性
質を獲得していく。これについては、実際に曲げ弾性率
や引張の動的弾性率を測定したところ、より高齢の竹材が
高い値を有することが確認されている。つまり、竹の適齢
適所を考えた場合、結晶性セルロースやリグニンを単離
する等、成分を必要とする際は若い竹を、材料として強固
なものが必要であれば成熟した竹を利用するのが合理的
であると考えられる。 
 
２．産総研での取り組み 
 発表者が所属する産総研の循環材料グループでは、樹
脂の添加や熱処理を行った木材に、高温高圧を加えるこ
とにより、木材を粘土のように変形させる「流動成形」という
成形手法を開発している4～8）。この成形手法を用いた製品
開発研究において、使用する竹材の竹齢の選択が、製造
条件の決定や要求性能を達成するために重要な要素で
あることが明らかとなっている。本発表では、それらの結果
についても紹介する予定である。 
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表 1 竹齢の増加に伴う竹材構成要素の変化 
構成要素
の区分

時期

部位

36 43 56 84 105 130 169 1 4 9
日 年

細
胞
壁
厚

顕
微
鏡
観
察

内皮側 柔細胞壁肥厚

繊維細胞壁肥厚 繊維細胞壁肥厚

外皮側 柔細胞壁肥厚

繊維細胞壁肥厚 繊維細胞壁肥厚

成
分

成分
分析

全体 リグニンの割合と架橋密
度の増加

成分比ほぼ一定
（実質の量は増える）

非
晶

動的
粘弾
性

内皮側 － リグニンの架橋密度の増加

外皮側 － リグニンの架橋密度の増加

FT-IR 外・柔 － 成分比の
変化あり

下記同様緊密化

外・繊維 － リグニン周辺で緊密化

結
晶

X線
回折

外皮側 質や配列に大きく変化なし

※継続している可能性

P-63

‒ 65 ‒


